
第1回利用者属性部会での議論

時間的・地理的・
身体面等で利用困難

使用言語で
利用困難

情報源への
アクセスが不便 心理的ハードル

開館日・時間に
来館できない

遠方のため
来館できない

身体的理由で
来館できない

都立図書館を
知らないどんな資料が利用

できるかわからない

静かな利用以外の
利用をしたい

親しみやすさがない

気軽に入れない

利用の手続きが面倒
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あるのか分からない

デジタルアーカイブ活用

ウェブデザイン
の改善

バーチャル
レファレンス
充実

ツアー・
情報提供充実

既存サービス
の検証

目録環境
改善の検討

ノウハウの
蓄積と共有

エントランス
改善

1Fの改善

ジャパン
サーチの
動向を
注視

人にとどくデザインを
専門家の知見・民間の知恵

ハッカソン

関連サービス
の有効活用

展示・広報（館内サービスや資
料へのアプローチとなるもの）

展示
外部DB,電子書籍, VPN
コンソーシアムの検討

快適なWi-Fi環境の整備

ディスカバリー
サービス

課
題

障
壁

都立図書館に求められるサービス

協力レファレンス
への応用

館内展示へのアプローチ
オリパラコーナー等の検討
（2020年以降）

BDS

心理的ハードル
軽減

利用手続
改善の検討

子供連れでの
利用がしづらい

イベント
ワークショップ

やさしい
日本語

スカイプ・チャット等の
活用検討

区市町村立図書館との連携館外利用

協力
レファレンス
への応用

オープン
データの
活用

館内利用

既存
コンテンツ
との組合せ
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情報資源の活用
及びアクセス環境

の整備

ネットワーク情報資源の
利用環境改善

訪日外国人

在留外国人


